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令和２年１１月１２日 
総務局男女共同参画推進課 

 

指定管理者候補の選定結果について 

 

下記のとおり、指定管理者の「候補」が選定されました。指定管理者の指定につい

ては、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要があり、

令和２年１２月議会の議決を経た後に正式に指定することとなります。 

 
１ 指定概要 

（１）施設概要 

    名 称：北九州市立男女共同参画センター（北九州市大手町ビル） 

    所在地：小倉北区大手町１１番４号 

   施設内容：①施設概要 ホール、交流広場、料理室、和室、茶室、大セミナー 

ルーム、企画ルーム、フィットネスルーム、工芸室、 

ＯＡルーム、図書・情報室、相談室、託児室、グループ 

活動室、市民ギャラリーなど 

         ②事業内容 市民啓発事業、情報収集・提供事業、相談事業、調査 

              ・研究事業、能力開発支援事業、市民・市民団体等への 

              活動支援事業、託児事業、利用者への対応など 

 

（２）指定期間 

    令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

 
（３）指定管理者候補の概要 

    名 称：公益財団法人アジア女性交流・研究フォーラム 

    所在地：小倉北区大手町１１番４号 

    主な業務内容：日本及び他のアジア諸国のジェンダー問題に関する調査研究 

及び情報の収集・提供 

女性の地位向上を図るための国際交流及び国際研修等の実施 

男女共同参画に関する講座、講演会、研修会等の実施 

男女共同参画に関する相談事業の実施 など 

 
２ 指定の経緯 

令和２年 ８月２１日 指定管理者検討会（書面開催）の提出期限（条件付き公

募方式採用の妥当性検証） 

令和２年 ９月 ４日 申請受付開始 

令和２年 ９月３０日 申請締め切り 
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令和２年１０月２２日 指定管理者検討会の開催（提案書等審査） 

令和２年１１月    指定管理者候補を決定 
 

 

３ 選定方法 

指定管理者の選定に当たっては、学識経験者や専門家等による指定管理者検討

会を開催し、条件付き公募方式採用の妥当性及び申請者から提案された事業計画

書等について検討を行いました。市は、検討会の検討結果を参考に条件付き公募

方式の採用を妥当と判断し、指定管理者候補を決定しました。 

 

 

４ 検討会構成員 

・ ［学識経験者］安河内恵子（九州工業大学教養教育院教授） 

・ ［公認会計士］田村奈々子（田村奈々子税理士事務所） 

・ ［市民代表］髙橋 建二（第９期男女共同参画審議会市民委員）  

・ ［民間有識者］遠藤 禎幸（連合福岡北九州地域協議会事務局長） 

 

 

５ 条件付き公募方式採用について 

（１）条件付き公募とする理由 

 

別紙「条件付き公募方式を採用する理由」のとおり 

 

 

（２）条件付き公募方式採用の妥当性検証 

 
構成員 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

妥当性 有 有 有 有 

 

（３）検討会における主な意見 

・条件付き公募方式の採用については、委託内容の専門性とこれまでの実績か 

    ら妥当であると考える。 

・『北九州市男女共同参画推進データ集』を定期的に刊行するなど、地道なデー 

タ収集を行ったうえで、それに基づき男女共同参画、女性活躍推進の諸活動 

を展開しており、高く評価できる。 

・団体のこれまでの実績を踏まえ、今後ますます活動が展開することを期待し 

    たい。 
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６ 選定基準 

選定基準（＝審査項目）及びポイント 

１ 指定管理者としての適性 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 

  ① 応募団体が、市の当該分野における基本的な政策や計画、あるいは施設の設置目的や性格等
を十分に理解した上で、それらに適合した管理運営（指定管理業務）に対する理念や基本方針
を持っているか。 

 （２）安定的な人的基盤や財政基盤 

  ① 長期間安定的な管理運営（指定管理業務）を行っていくだけの人的基盤や財政基盤等を有し

ており、又は確保できる見込みがあるか。 

 （３）実績や経験など 

  ① 応募団体が同様、類似の業務の実績を有しており、成果を上げているか。 

  ② 応募団体が施設の管理運営（指定管理業務）に関する専門的知識や資格、経験を十分に有し
ており、熱意や意欲を持っているか。 

  ③ 複数の団体が共同して一つの応募団体となっている場合、それぞれの責任分担等が明確にな
っているか。 

２ 管理運営計画の適確性 

 【有効性】 

  （１）施設の設置目的の達成に向けた取組み 

   ① 施設の管理運営（指定管理業務）に係る事業計画の内容が、施設の効用を最大限に発揮し、
施設の設置目的に沿った成果が得られるものであるか。 

   ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を高めるための実施
可能な提案があるか。 

   ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られる提案があるか。 

   ④ 施設の設置目的に応じた営業・広報活動に関する効果的な提案があるか。 

  （２）利用者の満足度 

   ① 利用者の満足が得られるよう十分に考えられているか。 

   ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる仕組みを構築しているか。 

   ③ 利用者からの苦情に対する対策が十分に考えられているか。 

   ④ 利用者への情報提供が図られるよう十分に考えられているか。 

   ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な提案がなされているか。 

 【効率性】 

  （３）指定管理料及び収入 

   ① 指定管理業務に係る費用（指定管理料）が最小限に抑えられているか。 

   ② 収入が最大限確保される提案であるか。 

   ③ 完全利用料金制の場合、市に対して収益の一部を納付する提案があるか。 

  （４）収支計画の妥当性及び実現可能性 

   ① 収支計画が妥当かつ、実現可能な提案であるか。 

   ② 経費の配分は適切であるか。 

   ③ 積算根拠は明確であるか。 
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   ④ 再委託が適切な水準で行われているか。 

 【適正性】 

  （５）管理運営体制など 

   ① 施設の管理責任者、管理体制が明確に示されているか。 

   ② 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であるか。 

   ③ 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員が必要な資格、経験などを有しているか。 

   ④ 職員の資質・能力向上を図るよう考えられているか。 

   ⑤ 地域の住民や関係団体等との連携や協働による事業展開が図られるものであるか。 

  （６）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

   ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が十分に考えられているか。 

   ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されているか。 

   ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われるよう配慮されて
いるか。 

   ④ 日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の対応などが十分に考えられているか。 

   ⑤ 防犯、防災対策や非常災害時の危機管理体制などが十分考えられているか。 

 
 
７ 審査結果 

（１）適 否 

団体名 
選定基準（＝審査項目） 

及びポイント 

構成員 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

（公財）ア

ジア女性交

流・研究フ

ォーラム 

１ 指定管理者としての適性 

 

(1) 施設の管理運営（指定管理業務）に対す

る理念、基本方針 

適 適 適 適 (2) 安定的な人的基盤や財政基盤 

(3) 実績や経験など 

２ 管理運営計画の適確性 

 【有効性】 

  (1) 施設の設置目的の達成に向けた取組み 
適 適 適 適 

 
 (2) 利用者の満足度 

【効率性】 

  (3) 指定管理料及び収入 
適 適 適 適 

 
 (4) 収支計画の妥当性及び実現可能性 

【適正性】 

  (5) 管理運営体制など 
適 適 適 適 

  (6) 平等利用、安全対策、危機管理体制など 
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（２）検討会における主な意見 

・指定管理業務に関する理念、基本方針もしっかりしている。 

・ジェンダーに関する国際的な活動を行うとともに、男女共同参画をテーマと

した市民活動団体の支援及び男女共同参画講座の開催等経験と実績がある。 

・新規取組として提案されているオンラインによる講座の開催対応についても

積極的に進めてほしい。 

・職員構成について、ＩＣＴ化に対応し次世代を見据えるうえでも、若い人材

確保に努めてほしい。 

・若い人の利用を促すため、市内の大学に男女共同参画施設について広報し、

活用を促してほしい。 

 

 

８ 選定結果 

市は、検討会の検討結果を参考に、（公財）アジア女性交流・研究フォーラムを指

定管理者候補に選定しました。 

 

（１）選定された団体の主な提案内容 

 

別紙「提案概要」のとおり 

 
（２）市における主な選定理由 

   ・当該団体は、本市が推進する「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」のゴール５ 

「ジェンダー平等の実現」と「女性・少女のエンパワーメント」を基本的理念 

として、ＳＤＧｓの１７すべての目標に、ジェンダー平等の視点が組み込ま 

れるよう取り組み、施設の管理運営を行っている。 

・当該団体の高い専門性やノウハウを活かした男女共同参画センターの事業の

企画・運営が期待できる。 

・男女共同参画センターの設置目的及び市の施策についてよく理解しており、

同施設の効率的及び適切な管理とともに、経費削減が期待できる。 

    

 

９ 提案額 

令和３年度 ２６６，５２５千円 

令和４年度 ２６８，１７５千円 

令和５年度 ２６６，５５８千円 

令和６年度 ２６６，５２５千円 

令和７年度 ２６８，３６０千円 

 



6 
 

男女共同参画施設（男女共同参画センター）条件付き公募方式を採用する理由 

 

男女共同参画センターの指定管理者指定手続きについては、「北九州市立男女共同参

画センター条例第 9条第 2項」において、条件付き公募方式の採用を認めている。今回、

下記理由により、条件付き公募方式を採用するもの。 

 

１ 団体に関する理由 

（公財）アジア女性交流・研究フォーラム（以下フォーラム）は、平成 2年の設立

以降、日本及び他のアジア諸国を中心とした女性の地位向上及び男女共同参画社会の

実現を目指し、調査研究及び国際交流等の様々な活動を行ってきた。 

フォーラムがこれまでに培ってきた知見や研究実績、研究者や市民団体等との人的

ネットワークは、本市の男女共同参画行政において貴重な財産であるとともに、調査

研究に基づいた交流や情報発信は、他都市にはない本市の強みでもある。 

 

フォーラムは男女共同参画社会の実現に向け、その重要性や本市の取組を十分に理

解したうえで、女性団体をはじめとした市民団体との関わりやフォーラムが有する高

い専門性や知識・情報、研究者等の人材及び関係機関等のネットワークなどの強みを

本市の男女共同参画行政に活かしてきている。 

 

また、男女共同参画センターが開所されて以来、施設の管理運営を行ってきた実績

と平成 18 年から指定管理者として、平成 23 年からは勤労婦人センターもじ、やはた

とともに三館を一体管理し、本市の男女共同参画事業を一元的かつ効果的・効率的に

行うなど男女共同参画センターの役割と本市の男女共同参画施策の一翼を担ってき

た実績がある。 

加えて、令和元年度に策定された「第 4次北九州市男女共同参画基本計画」のもと、

その施策を実施する中核機能をもつ団体としての役割を果たしている。 

さらに、施設管理に関しても安全性を最優先にした施設の維持管理に努めており、

設備の耐用年数等を考慮の上、計画的な改修、適切な維持管理を行っている。 

現在、本市はＳＤＧｓの達成を目指す先進都市として市民の力を結集し、一丸とな

って取組を進めているところであり、フォーラムにおいても「ゴール５：ジェンダー

平等を実現しよう」をすべてのゴールの達成に関連するものと意識して取組を進めて

いる。 

 

 以上のように、これまで 26 年の長きにわたる男女共同参画センター運営の実績と

経験、男女共同参画行政に関する知識、人的ネットワークを持つ団体・事業者は、フ

ォーラムを除いて市内に他にはない。 

本市の男女共同参画行政・施策の着実な推進や課題解決のためには、フォーラムに

蓄積された知見や人的ネットワーク等の活用を引き続き行うことが最も効果的・効率
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的である。 

 

２ 施設事業実施に関する理由 

男女共同参画センターの運営にあたっては、貸館業務の他に、男女共同参画に関す

る幅広い知識・知見をもって男女共同参画事業、相談事業、情報収集・提供事業、調

査・研究事業、市民活動支援・連携事業など多様な事業への取組が求められる。 

また、国や市の政策の変化や社会的な課題に柔軟に対応できる体制をもち、市の政 

策課題である「第 4次北九州市男女共同参画基本計画」の重点取組に直結した事業を

行い、「女性の活躍推進」を多方面から支援していく必要がある。 

加えて、事業の実施にあたっては専門性を持って、市民や市民団体等との長期継続

的な連携や人的ネットワークを構築していくことが求められる。 
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北九州市立男女共同参画センター指定管理者選定に関する提案概要 

 

 

審査項目 （指定管理者候補団体） 

１ 指定管理者 

としての適性

について 

（１） 施設の管理運営(指定管理業務)に対する理念・基本方針 

「ジェンダー平等」、「女性・少女のエンパワーメント」を理念とし、施設運

営面で「男女共同参画の視点の徹底」、「市民の自主的な活動支援」など４つ、

施設管理面で「公平・公正な管理運営」、「効果的・効率的な施設運営」など

４つを基本方針とした。 

 

（２） 安定的な人的基盤や財政基盤 

・人的基盤 国連等勤務経験があり、国際的視点とジェンダーの視点を併せ

持つ理事長を筆頭に、市の行政経験を持つ幹部職員、専門性を

有する職員の育成 

・財政基盤 安定的な財産基盤かつ適正な財政運営を確保 

 

（３） 実績や経験など 

ア 同様・類似の実績について 

  平成７年の開所以来、男女共同参画センターを管理運営、平成２３年度か

らは東部及び西部勤労婦人センターを管理運営(指定管理者)。また、財団事

業や活動実績としても、日本及びアジア地域の女性問題に関する調査・研究、

交流・研修、情報収集・発信、国際研修事業を実施。 

イ 専門的な知識や資格 

  男女共同参画に関する行政経験や学識経験が豊かな幹部職員や、海外勤務

経験のある職員やキャリアカウンセラーなど、業務に必要とされるスキル・

専門性を備えた人材を配置。 
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２ 

管
理
運
営
計
画
の
適
確
性 

【有効性】

に関する 

取組み 

（１） 施設の設置目的の達成に向けた取組 

ア 施設の管理運営方針(事業計画)について 

「性別による固定的役割分担意識の解消」「様々な分野での女性のエンパワー

メント」など６つ。 

イ 政策支援を図るための効果的な取組 

  上記６つの目標を実現するため、講座やセミナー、相談事業や情報誌・啓

発冊子等の発行、市民との共同事業であるムーブフェスタなどを実施。 

ウ 施設の利用者の増加や利便性を高めるための取組 

  グループ活動室登録団体や市民企画事業の支援、託児サービス等。 

エ 施設の設置目的に応じた営業・広報活動に関する効果的な取組 

 企業・団体、賛助会員等への直接的な広報やホームページ、Facebook 等に

よる情報発信。 

（２） 利用者の満足度 

ア 利用者の満足が得られるための取組 

 講座申込方法の充実、貸室の事前予約期間延長、出前講座、オンライン環 

境の整備等。 

イ 利用者の意見を把握し、それらを反映するための仕組み 

 利用者アンケートの実施、利用者連絡会議等の開催等。 

ウ 利用者への情報提供を図るための取組 

 市政だより、ホームページ、Facebook、情報誌など多様な媒体による効果

的な情報提供。 
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【効率性】

に関する 

取組み 

（１） 指定管理料及び収入 

提示された指定管理料(上限額)の範囲内で、委託料の見直し、設備更新等

による経費の節減に努め、年度ごとの所要経費を計上。収入については、平

成３０年～令和元年度の実績を踏まえ３千万円を計上しているが、施設の利

用促進により収入増を図っていく。 

（２） 収支計画の妥当性及び実現可能性 

事業面ではスクラップ・アンド・ビルドを行い、その時々に必要とされる

事業を効果的・効率的に実施。施設面では限られた財源の中で経費節減に努

める。 

  法令等に基づく有資格者や高度な専門知識を有する技術者が必要な業務等

に限り再委託を行うが、入札や競争見積に基づく契約を原則とし、複数年契

約等を導入。 

 

＜提案額＞ 

令和３年度 ２６６，５２５千円 

令和４年度 ２６８，１７５千円 

令和５年度 ２６６，５５８千円 

令和６年度 ２６６，５２５千円 

令和７年度 ２６８，３６０千円 

【適正性】

に関する 

取組み 

（１） 管理運営体制など 

ア 組織体制及び人員配置、勤務体制 

  ２部３課体制とし各部署に専門性を有する職員を配置。部長職以上は財団

職員の兼務により効率的に運営。開館時間に合わせた基本２交代制とし、常

時２名以上配置。 

イ 職員研修制度 

 所内研修実施、外部研修及び主催する講座等への参加などにより、職員の

資質・能力向上を図る。 

ウ 関係団体等との連携 

  地域住民や関係機関・団体との連携による事業展開。 

 

（２） 平等利用、安全対策、危機管理体制など 

ア 個人情報保護の徹底、個人番号の取扱いに関する規程の整備など 

イ マニュアル整備と徹底により、利用者に対する施設の平等利用の配慮 

ウ マニュアル整備等による危機管理体制の確立 
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北九州市立男女共同参画センター 指定管理者検討会 会議録 

 
 
１ 開催日時  令和２年 ８月２１日（金） 書面開催 

令和２年１０月２２日（木） １４：００～１６：００ 
 
２ 場  所  （１）第１回検討会 書面開催 
        （２）第２回検討会 北九州市役所本庁舎 １５Ｃ会議室 
 
３ 出 席 者  第２回検討会 

（構成員） 田村構成員 
          オンライン参加 安河内構成員、遠藤構成員、髙橋構成員 
        （事務局）総務局女性の輝く社会推進室長、男女共同参画推進課長

男女共同参画推進係長 
 
４ 会議内容 
（１）条件付き公募方式採用の妥当性について（第１回検討会） 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催 
・令和２年７月２８日（火）書面による審査依頼、事前説明 
・令和２年８月２１日（金）回答期限 

○ 事務局より、下記について個別に事前説明 
・構成員の互選による座長選出 
・検討会の位置付け 
・条件付き公募方式採用の理由 

○ 質問等 
・（公財）アジア女性交流・研究フォーラム（以下フォーラム）の人件費はどこか

ら支出されるのか。 
→フォーラムの人件費は、補助金等から支出している。指定管理に携わる職員 
 分は指定管理料から支出している。 

・大手町ビル駐車場の収入は、フォーラムの収入になるのか。 
→駐車場収入は使用料として、市の歳入となっている。 

・大手町ビルの築年数はどのくらいか。 
→２６年目であり、補修しながら使用している。 

 
・男性からの相談が少ないようである。父子家庭も多いため、男性に対するアピ

ールも必要ではないか。 
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○ 検討結果 

 
構成員 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

妥当性 有 有 有 有 

 
○ 意見 

 意見 
１ 条件付公募方式の採用については、委託内容の専門性とこれまでの実績か

ら妥当であると考える。 
２ 『北九州市男女共同参画推進データ集』を定期的に刊行するなど、地道な

データ収集を行ったうえで、それに基づき男女共同参画、女性活躍推進の

諸活動を展開しており、高く評価できる。 

３ 今後は、もっと男性も巻き込んで活動を行ってもらいたい。 
４ フォーラムのこれまでの実績を踏まえ、今後ますます活動が展開すること

を期待したい。 
 

（２）指定管理者候補の選定について（第２回） 

○ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明。 
○ 検討会の位置づけ及び検討会の進め方等について、事務局より説明。 
○ 申請団体（（公財）アジア女性交流・研究フォーラム）より提案概要に関してヒア

リング。 
（構成員）北九州市は範囲が広いので、小倉北区の方はムーブに来やすいが、門 
    司区、若松区、八幡西区の方々にとっては距離があり来にくいと思うの 
    で、出前講座の強化を検討してほしいと思っている。今後、広く北九州 

市内の企業にムーブの講座を広めていく方策をどのように考えている 
のか。 

（申請団体）これまでも、企業の要請を受けて出前講座を実施した実績はある。 
       現在はコロナ禍で難しい状況であるが、一段落したら積極的に出かけて 

行って、企業の女性活躍や女性登用促進、各種ハラスメント等の様々な 
課題について、我々の方から適確なアドバイスができるような取組をさ 
せていただきたい。また、地域にも積極的に出かけて行って、女性リー 
ダーの育成といったこともさせていただきたい。 

（構成員）市の関連だとフェイスブックは既に使われているが、若い方達への周 
    知を考えると、ツイッターも使用したほうがいいのではと思う。フェイ 

スブックは発信が限定的になるが、ツイッターだと拡散していき、ムー 
ブを知らない人にも見てもらうことが可能になる。 

（申請団体）現状はそこまで取り組めていないが、ＳＮＳに関しては、もっと色々 
    なチャンネルを使っていきたいと考えている。 
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（構成員）ソレイユホールとの学会等の共同開催が提案されているが、具体的に 
はどんな内容なのか。 

（申請団体）過去にソレイユホールから相談があり対応したのだが、大きな学会 
    を誘致した際、総会はソレイユホールで行うが、分科会等をムーブで実 

施していただくこと等を考えている。ムーブには５００人規模のホール 
や１００人規模のセミナールームがあり、これらを使ってもらえればと 
考えている。我々の方から働きかけて、ソレイユホールがムーブも含め 
たところで様々なイベントを誘致してもらえればと考えている。 

  （構成員）駐車場の割引についても考えてほしい。 
  （申請団体）ムーブは市の施設のため、市とも協議しながらどういった対応が可 
       能かを考えていきたい。 
  （構成員）国際的にも色々な活動をしており、国際的な発信力もあると思うが、ホ 

ームページを見ても北九州市の男女共同参画に関することが分かりに 
くい。北九州市の男女共同参画が、現在どういった状況なのかを知らせ 
ることが一番大事なのではと思う。 

  （申請団体）アジア女性交流・研究フォーラムとしてのホームページと、男女共同 
       参画センター・ムーブのホームページとで、別々に作成している。リン 
       クを貼ってはいるが、今後改善して、ムーブの事業が分かりやすく目に 
       入るように検討していきたい。 
  （構成員）提案の中にあった、「タイムリーな事業」というのは具体的にどういう 
       内容か。 
  （申請団体）ムーブの講座を受講した女性の方が管理職を目指して頑張っていけ 
       るようにとか、高校生・大学生がしっかり正社員として就職し結婚後・ 
       出産後も辞めずに働き続けられるとか、そういった意識付けをしっかり 
       実施していきたいと考えている。 
  （構成員）最近人気のある「起業」関連講座について、現在の状況を教えてほし 

い。 
  （申請団体）「起業」については、現在はウーマンワークカフェ北九州にて行って 

いる。ウーマンワークカフェ北九州とすみ分けながら、隙間ができない 
ように取り組んでいきたいと考えている。 

  （構成員）従業員の年齢の構成について、若い方がいないようであるが、なぜか。 
  （申請団体）昨年から無期の道も開いたが、基本が 1 年間の有期雇用嘱託であり、 
        身分的に不安定である。また、年齢制限せずに募集をすると、中高年 
        の方で色々知識経験を持たれた方や、一旦仕事を離れた後子育てが一 

段落して働きたいという素晴らしい経歴をお持ちの方等が応募され、 
若い方と一緒に面接すると差がついてしまうといったことも考えられ 
る。いずれにしても、若い方にも魅力的な職場となるようにしていき 
たいと思っている。 
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  （構成員）ホームページやフェイスブックをご覧になっている方の分析はしてい 
        るか。どこからホームページに入ってきたのか、滞在率はどのくらい 
       か、どのワードで検索しているのか等を分析することによって、講座 
       に反映させるといったことは効果的だと思う。 
  （申請団体）特に分析はしていない。今のお話については、我々も研究していきた 

い。 
  （構成員）Asian Breeze 特派員の取組について、とても面白いと思っている。同 

じ要領で、北九州市内の若い方に、今の講座のあり方等何か書いても 
       らうようにしたら、若い方にもフレンドリーな感じがしてよいのでは 
       と思う。 
  （申請団体）年３回発行しているムービングでは、今回コロナウイルス特集記事 
       を作成している。こういったところで市民の声が届けれられるように 
       検討していきたい。 
 

○ 構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自項目ごとの適否を記入。

その後、構成員全員で意見交換 
（構成員）指定管理業務に関する理念、基本方針もしっかりしている。 
（構成員）ジェンダーに関する国際的な活動を行うとともに、男女共同参画をテ 

ーマとした市民活動団体の支援及び男女共同参画講座開催等の経験 

と実績がある。 

    （構成員）新規取組として提案されているオンラインによる講座の開催対応につ 

いても積極的に進めてほしい。 
（構成員）職員構成について、ＩＣＴ化に対応し次世代を見据えるうえでも、若 

い人材確保に努めてほしい。 

（構成員）若い人の利用を促すため、市内の大学に男女共同参画施設について広 

報し、活用を促してほしい。 

 
○ 意見交換を行った後、各構成員の審査結果を取りまとめ、検討会を終了した。 

 


